
Editor’s Choice より

日本顕微鏡学会が発行する欧文誌 Microscopy では，学術的なインパクトの大きい論文を “Editor’s Choice” とし，オンライン

上にてフリー・アクセスで公開しています（http://jmicro.oxfordjournals.org/）．ぜひご一読ください．Microscopy は顕微鏡技術

を活用したインパクトの高い論文を発信する国際誌を目指しております．投稿についての詳細はこちらから（http://www.
microscopy.or.jp/magazine/jem.html）． 
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Three-dimensional shape of the Golgi apparatus in 
different cell types: serial section scanning electron 
microscopy of the osmium-impregnated Golgi apparatus

連続切片 SEM 法によるゴルジ装置の 3D 形態解析
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連続切片 SEM 法は，樹脂包埋した組織の超薄連続切片をガラス

スライドなどの硬い基板に載せ，その連続切片像を走査電子顕微

鏡（SEM）で取得する新たなイメージング技法である．この手

法は，汎用型 SEM とウルトラミクロトームのみで遂行可能で，

高価な機器に依存しない，連続断層像観察・3D 再構築法である．

本研究では，この手法を様々な細胞のゴルジ装置の構造解析に応

用し，これまで解析が困難であった空間的に複雑なこの小器官の

3D 全体像を明らかにした．その結果，ゴルジ装置は細胞質の広

領域を占領する巨大な小器官であり，その形状は細胞種によって

多様であることがわかった．さらにゴルジ装置は，一枚の超薄切

片ではその連続性が不明瞭であるが，実際は連続した構造体であ

ることも明らかになった．また，私たちは 3D プリンタによるゴ

ルジ装置の 3D 模型の作製も世界に先駆けて行った．3D プリン

タによるゴルジ装置の形態解析は，空間的に複雑なゴルジ装置の

3D 形状をよ

り理解させる

ものであっ

た．今後もこ

の 3D 模型を

掌に載せなが

ら，発見から

100 年以上経

過した現在で

も未だに不明

であるゴルジ

装置の形態的

謎に迫ってい

きたい．
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Quantitative analysis of cation mixing and local 
valence states in LiNixMn2–xO4 using concurrent 
HARECXS and HARECES measurements
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結晶性材料に特定の方位から入射させた電子が特定の格子面また

は原子列に集中して進んでいく現象は電子チャンネリングとよば

れる．チャンネリ

ング条件下におい

て特性 X 線とエ

ネルギー損失電子

を同時検出し，さ

らに動力学的電子

回折理論を併用す

ることで，元素選

択的に原子サイト

占有率・電子状態

解析が可能とな

る．本稿では，こ

の手法をリチウム

イオン二次電池正

極材料として有望

な LiNixMn2–xO4 に

適用し，Mn と Ni
の 4 配位サイト・

6 配位サイト占有

率とそれらの価数

を明らかにした．Fig. 5 より
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